体験型環境教育プログラムを開発する(その2) : 大学生による教育プログラムの実践 by 坂本 剛 & 西村 尚之
体験型環境教育プログラムを開発する（その2）一大学生による教育プログラムの実践一
体験型環境教育プログラムを開発する（その2）
一大学生による教育プログラムの実践一
AnExperimentalprogramforengaginginenvironmentalstudies(2)
坂本剛・西村尚之
SAKAMOTOGoandNISHnIURANaoyuki
Abstract:Thepurposeofthis画可ectistocreateaneducationalprogramtoaffectenvironmental戸consciousattitudeandbehavior.Weaim
thatlearningthroughexperiences,andthatitbringsimprovementinsocialadjustment'血recentr印at,threecasestudiesw画BpIE郵画，
andthepossibilityofadvanm率of…ienceswasdiscussed.Thisisthesecondreportofaseriesofthestudiesonthis江｡iectThisarticle
isbasedononecasestudyconductedbyuniversitystudents.Theydesignedateachingplanforelemen随ｴyschoolstm釦.ts,practic国山画n.
andm璽郵r国曲eeffects.
Keywords:environment-consciousbehavior,universitystudent,garbagedispose.甑函imentalprogram
はじめに
本研究の目的は、大学生の社会的適応を視野に入れ、環境
配慮行動促進のための教育プログラムの可能性について検討
を行うことである(坂本･西村,2007)｡筆者らはすでに2005,
2006年度において2度の研修会を行っている｡2005年度は生
態学に基づいた、種子の模型を利用した教育プログラムにつ
いての研修と討論が行われた｡また2006年度には社会心理学
を背景として、廃棄物処理ゲーム等を含むプログラムの研修
と討儲が行われた。それらのプログラム詳細については、坂
本ら（2007）が述べているが、これまでに紹介．検討されて
きた視点は「環境への理解は人間社会への理解を深める」と
いう視点（2005,2006年度)、「人間行動への理解が環境教育
のべースとなりうる」という視点(2006年度）であった。
研修会において恩そのプログラムの適否なども検討されて
きたが、知織・情報を伝達することに力点が置かれがちにな
る、あるいは、知餓の一綱上や応用については授業者による
購義形式になってしまいがちになる、といった共通した問題
点も指摘されている｡例えば2005年度には植物の適応戦略を
人間社会における戦略へ置き換える作業や、2006年度での対
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人認知についての小講義などがそれである。体験型の利点を
より生かせるプログラムの考案が今後の課題となっている。
また、2006年度の研修会においては、研修参加者への刺激．
題材として、一部に大学生の参加があったのだが、プログラ
ムの全体に渡る参加を実現するには至っていない。
そこで2007年度は､大学生主導による体験型環境教育の取
り組みが実践され､その報告が2008年2月20日に行われた。
本稿では、その取り組みの背景と内容、また効果測定につい
ての報告を目的とする。
方法
2008年2月20日に、取り組みの中心となった学生長草朋
弥氏が鱗師となり研修会が開催された。長草氏は筆者・西村
のゼミナール所属であり、生物部に所属している。研修会に
は4名の教員と4名の学生の参加があった。本取り組みは前
述のように学生が主導となって企画考案されたものである。
本プログラムの対象は大学生であり、彼らが小学生を対象と
して行った取り組みの紹介・評価を以下、行ってゆく。




